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 箕  輪  町  議  会  （委  員‧  議  員）  派  遣  結  果  報  告  書 
    箕  輪  町  議  会  議  員  の  派  遣  等  実  施  要  領  第  ５  条  の  規  定  に  基  づ  き、  下  記  の  と  お  り  報  告  し  ま  す。 

 記 

 研     修     名  令  和  ５  年  度  総  務  産  業  常  任  委  員  会  ⾏  政  視  察 

 研  修  の  期  間  令  和  ５  年  １  ０  ⽉  １  ０  ⽇  (⽕)  〜  １  ０  ⽉  １  ２  ⽇  (⽊)    

 研  修  の  場  所  1  千  葉  県  ⼭  倉  ダ  ム  浮  体  式  メ  ガ  ソー  ラー  発  電  所  （市  原  市） 
 2     〃     鋸  南  町  「２  ０  １  ９  年     台  ⾵  災  害  か  ら  学  ぶ  防  災  対  策」 
 3     〃     館  ⼭  市  「観  光  と  農  ⽔  産  物  の  地  産  地  消」 
 4     〃     ⽊  更  津  市  「き  さ  ら  づ  学  校  給  ⾷‧  有  機  ⽶  の  取  り  組  み」 

 研  修  内  容  と  成 
 果 
 （具  体  的  に） 

 1  ⼭  倉  ダ  ム  浮  体  式  メ  ガ  ソー  ラー  発  電  事  業 
  ‧  ⼭  倉  ダ  ム  は、  京  葉  臨  海  ⼯  業  地  帯  の  ⼯  業  ⽤  ⽔  ダ  ム  と  し  て  1960  年  代  の  ⾼  度  経  済  成 
 ⻑  期  に  完  成  し  た、  ⼟  堰  堤  の  ⼈  造  ダ  ム  湖。  ソー  ラー  事  業  は  2018  年  か  ら  京  セ  ラ  TCL  社  が 
 ⾏  い、  最  ⼤  で  ⼀  般  家  庭  4500  世  帯  分  を  発  電。  2019  年  9  ⽉  の  台  ⾵  15  号  に  よ  り、  ソー  ラー 
 パ  ネ  ル  の  8  割  が  破  損  し、  ⽕  災  も  発  ⽣  す  る  な  ど、  復  旧  ま  で  に  2  年  間  を  要  し  た。  国  産  の  パ 
 ネ  ル  で  あっ  た  こ  と  か  ら、  ヒ  素  や  PCB  な  ど  が  含  ま  れ  て  お  ら  ず、  環  境  へ  の  影  響  は  ⼩  さ 
 かっ  た  が、  微  量  の  鉛  が  使  ⽤  さ  れ  て  お  り、  そ  の  後  の  環  境  負  荷  も  注  視  し  て  い  る  が  現  在  ま 
 で  に  影  響  は  確  認  さ  れ  て  い  な  い、  と  の  こ  と。 
    【感  想】 

    ⼯  業  ⽤  ⽔  ダ  ム  で  あ  る  こ  と、  ⼈  ⼝  の  ダ  ム  の  た  め  湖  底  の  凹  凸  が  な  い  こ  と、  ⼭  間  地 
 で  の  ⾬  ⽔  に  よ  る  ダ  ム  と  違  い  平  地  で  の  ⼟  堰  堤  に  よ  る  ダ  ム  の  た  め、  ⽇  照  時  間  が  確  保 
 で  き  る  こ  と  や  景  観  上  の  影  響  も  ⼩  さ  い  な  ど、  ソー  ラー  事  業  を  計  画  す  る  に  は  条  件  が 
 揃っ  て  い  る  こ  と  が  理  解  で  き  た。  箕  輪  ダ  ム  へ  の  応  ⽤  は  条  件  の  厳  し  さ  を  突  き  付  け  ら 
 れ  た  が、  現  地  で  事  業  者  か  ら  直  接  説  明  を  受  け  ら  れ  た  こ  と  や  ⽬  線  が  湖  ⾯  に  近  い  と  景 
 観  上  の  違  和  感  は  少  な  い  こ  と  な  ど、  現  地  を  直  接  訪  れ  た  こ  と  は  有  意  義  だっ  た。 

 2  鋸  南  町     2019  年  台  ⾵  15  号  に  よ  る  災  害  対  応 
  ‧  2019  年  9  ⽉  9  ⽇  未  明  に  台  ⾵  が  急  速  に  接  近  し、  午  前  3  時  に  最  接  近。  夜  明  け  を  待っ  て 
 か  ら  の  避  難  と  なっ  た  が、  送  電  線  の  ⼨  断  に  よ  り  あ  ら  ゆ  る  情  報  が  不  ⾜  し、  明  け  ⽅  の  役  場 
 は  被  災  し  た  職  員  へ  の  対  応  も  あ  り  混  乱  を  極  め  た。  情  報  不  ⾜  に  よ  り、  関  係  者  間、  役  場  の 
 部  署  間  の  認  識  が  不  統  ⼀  と  な  り、  次々  寄  せ  ら  れ  る  被  災  状  況  の  情  報  に  対  応  し  き  れ  ず、  災 
 害  ご  み  の  処  理  や  罹  災  証  明  の  発  ⾏、  家  屋  等  の  応  急  処  理  へ  の  指  ⽰  や  処  置  が  ⼆  転  三  転  し、 
 住  ⺠  に  も  混  乱  や  不  安  を  抱  か  せ  て  し  まっ  た。  町  ⻑  か  ら  の  「災  害  関  連  死  の  防  ⽌  ＝  ⽣  活  環 
 境  の  確  保」  を  優  先  さ  せ  る  こ  と  の  指  針  が  出  さ  れ、  業  務  が  明  確  に  定  ま  り、  よ  う  や  く  役  場 
 業  務  全  体  が  回  り  は  じ  め  た。  し  か  し、  全  国  か  ら  寄  せ  ら  れ  る  ⽀  援  物  資  の  受  け  ⼊  れ、  仕  分 
 け、  分  配、  保  管  な  ど、  経  験  や  知  ⾒  が  ⾜  り  ず、  受  援  体  制  の  整  備  や  訓  練  の  重  要  性  を  初  め 
 て  認  識  し  た  災  害  と  なっ  た。 
    【感  想】 

    情  報  が  確  保  で  き  な  い  こ  と  に  よ  る  混  乱  は  計  り  知  れ  な  い  と  痛  感  し  た。  住  ⺠  相  互  の 
 協  働、  役  場  と  住  ⺠  と  の  ⽀  援  体  制  の  確  ⽴、  ⾃  衛  隊  や  広  域  消  防  と  の  協  働  な  ど、  町  役 
 場  だ  け  で  は  対  応  し  き  れ  な  い  事  態  を  平  時  か  ら  想  定  し  て  お  か  な  け  れ  ば、  町  ⺠  の  命  を 
 守  る  た  め  の  準  備  も  で  き  な  い  こ  と  を  当  時  の  対  応  に  当  たっ  た  職  員  か  ら  聞  け  た  こ  と  は 
 貴  重  な  時  間  だっ  た。  住  宅  の  7  割  が  損  壊  や  半  壊  と  な  る  中  で、  1  名  の  災  害  関  連  死  も  出 
 さ  な  かっ  た  こ  と  は、  ⺠  ⽣  委  員  や  消  防  団  員、  区  ⻑  な  ど  が  住  ⺠  ⼀  ⼈  ⼀  ⼈  の  状  況  把  握 
 に  努  め  た  こ  と  に  よ  る  成  果  と  断  ⾔  し  て  い  た  の  が  印  象  的。  鋸  南  町  は  ⼭  と  海  に  挟  ま  れ 
 て  い  る  が、  箕  輪  町  も  ⼭  と  ⼭  に  挟  ま  れ  て  い  る  た  め、  有  事  の  際  の  外  部  か  ら  の  受  援  体 
 制  の  確  認  が  ⼤  切  だ  と  感  じ  た。  最  後  に  ⽩  ⽯  治  和  町  ⻑  の  訓  話  も  あ  り、  有  意  義  な  研  修 
 に  なっ  た。 



 3  館  ⼭  市     観  光  と  地  産  地  消  の  取  り  組  み 
  ‧  平  成  23  年  に  「館  ⼭  市  農  産  物  直  売  所  連  絡  協  議  会」  を  発  ⾜  し、  直  売  所  間  の  連  携  や  ⽣ 
 産  者  の  情  報  共  有、  農  産  物  の  6  次  産  業  化  な  ど、  ⽣  産  者‧  消  費  者‧  飲  ⾷  店  が  ⼀  体  的  に  取 
 り  組  む。  平  成  25  年  に  農  協‧  漁  協‧  観  光  協  会‧  商  ⼯  会  議  所‧  商  連  連  合  会‧  直  売  所  協  議 
 会  な  ど  を  主  体  と  し  た  「た  て  や  ま  ⾷  の  町  づ  く  り  協  議  会」  が  発  ⾜。  平  成  27  年  に  「た  て  や 
 ま  ⾷  の  ま  ち  づ  く  り  計  画」  を  策  定  し、  地  産  地  消  レ  シ  ピ  の  開  発  や  軽  ト  ラ  市  な  ど  の  マ  ル 
 シェ  を  市  内  各  所  で  開  催  し  地  産  地  消  の  PR  に  努  め  る。  平  成  30  年  に  「地  産  地  消  推  進  条 
 例」  を  議  員  発  議  に  よ  り  制  定。 
    令  和  元  年  に  前  沢  ⽒  に  よ  る  20  億  円  の  寄  付  に  よ  り、  ⾷  と  農  の  体  験  交  流  を  ⽬  指  し  た  道  の 
 駅  建  設  が  計  画  さ  れ、  現  在  建  設  中。 
    【感  想】 
    住  ⺠  は  も  と  よ  り、  様々  な  業  界  の  事  業  者  が  結  集  し  て  「地  産  地  消  の  推  進」  と  い  う  テー 
    マ  を  深  掘  り  し  続  け  て  い  る  と  こ  ろ  に  哲  学  を  感  じ  た。  農  家  の  ⾼  齢  化  や  農  地  の  担  い  ⼿  不 
    ⾜  な  ど、  抱  え  て  い  る  課  題  は  全  国  共  通  だ  が、  異  業  種  間  の  交  流  や  議  論  を  重  ね  る  中  で  地 
    域  の  政  策  課  題  が  住  ⺠  に  共  有  さ  れ、  ア  イ  ディ  ア  や  知  恵  が  出  さ  れ  て  い  く  過  程  を  お  話  し 
    い  た  だ  い  た。  来  年  ２  ⽉  開  業  予  定  の  「道  の  駅」  開  業  に  係  る  期  待  と  不  安  の  両  ⾯  で  の  苦 
    労  話  も  お  話  し  い  た  だ  き、  地  域  の  資  源  を  地  域  で  循  環  さ  せ  る  こ  と  に  い  ち  早  く  活  路  を  ⾒ 
    い  出  し  た  ⾏  政  判  断  と、  住  ⺠  を  巻  き  込  ん  だ  具  体  的  な  施  策  の  展  開  に  ⼤  い  に  学  ば  さ  れ    
    た。 

   
 4  ⽊  更  津  市     有  機  農  業  の  推  進  と  学  校  給  ⾷  と  の  か  か  わ  り 
  ‧  平  成  28  年、  町  が  策  定  し  た  「⽊  更  津  市  ⼈  と  ⾃  然  が  調  和  し  た  持  続  可  能  な  ま  ち  づ  く  り 
 の  推  進  に  関  す  る  条  例」  に  合  わ  せ  て、  「⽊  更  津  産  ⽶  を  ⾷  べ  よ  う  条  例」  が  議  会  か  ら  提  案 
 さ  れ、  ⾏  政  主  導  の  有  機  農  業  の  推  進  が  ⼀  気  に  加  速  し  た。  平  成  29  年  に  は  「オー  ガ  ニッ 
 ク  な  ま  ち  づ  く  り  ア  ク  ショ  ン  プ  ラ  ン」  「地  元  野  菜  を  ⾷  べ  て  循  環‧  学  校  給  ⾷  プ  ロ  ジェ  ク 
 ト」  を  策  定。  平  成  31  年  「地  域  の  ⾷  と  農  を  考  え  る  フォー  ラ  ム」  で  有  機  ⽶  栽  培  の  推  奨  を 
 提  案。  令  和  元  年、  地  元  ⽣  産  者  5  名  （  1.8ha  ＝  公  ⽴  ⼩  中  学  校  の  給  ⾷  3  ⽇  分）  有  機  ⽶  の  栽 
 培  ス  ター  ト。  令  和  4  年  度  末  で  ⽣  産  者  は  14  ⼈  （  20ha  ＝  学  校  給  ⾷  で  86  ⽇  分）  で  有  機  ⽶  を 
 ⽣  産。 
    【感  想】 
    市  ⻑  の  トッ  プ  ダ  ウ  ン  に  よ  る  政  策  で  あっ  た  も  の  の、  先  ⾏  し  て  い  た  い  す  み        市  か  ら 
    ノ  ウ  ハ  ウ  を  学  び、  当  時  1  軒  だ  け  だっ  た  有  機  農  家  を  ⾜  掛  か  り  に、  JA  と  の  協  ⼒  や  県  学 
    校  給  ⾷  会  と  の  調  整、  年  4  回  の  研  修  会‧  講  習  会  の  定  期  開  催  な  ど、  有  機  ⽶  に  よ  る  学  校 
    給  ⾷  へ  の  理  解  や  賛  同  を  広  げ  て  いっ  た。  当  初  は  担  い  ⼿  の  ⾒  通  し  が  な  く、  年  度  途  中  の 
    予  算  も  な  い  中  で  の  ⾒  切  り  発  ⾞  事  業  で  あ  り、  リ  ス  ク  も  あっ  た  と  の  こ  と。  ⽶  飯  給  ⾷  を 
    全  て  賄  う  に  は、  35ha  担  い  ⼿  農  家  25  名  ま  で  拡  ⼤  す  る  必  要  が  あ  り、  令  和  7  年  度  に  は  達 
    成  し  た  い、  と  の  計  画。  有  機  JAS  の  認  証  取  得  ⽀  援  や  他  の  農  産  物  で  の  有  機  栽  培  の  拡  ⼤ 
    も  視  野  に  ⼊  れ  て  お  り、  関  連  予  算  も  年々  増  強  し  て  い  る。  ⾏  政  主  導  の  政  策  で  も  Ｓ  Ｄ  Ｇ 
    ｓ  の  機  運  の  ⾼  ま  り  も  あ  り、  住  ⺠  や  ⽣  産  農  家  か  ら  理  解  が  得  ら  れ  て  い  る  の  で  は  な  い  か 
    と  感  じ  た。 
      

 委  員  会  名 
 派  遣  議  員  名 

 総  務  産  業  常  任  委  員  会  ：  岡  ⽥  建  ⼆  朗、  平  出  広  志、  南  朋  ⼦、  中  澤  清  明、  ⾦  澤  幸  宣、  中  野 
 友  美、  寺  平  秀  ⾏        議  ⻑  ：  荻  原  省  三 


